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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
社
会
福
祉
の
基
幹
事
業
と
い
う
べ
き
障
害
者
相
談
支
援
事
業
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
社
会
福
祉
の
基
幹
事
業
と
い
う
べ
き
障
害
者
相
談
支
援
事
業
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事
業
に
位
置
付

け
る
か
ど
う
か
は
、
平
成
十
年
十
一
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
十
五
回
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
社
会
福
祉
構
造
改
革
分

科
会
」
等
の
資
料
に
お
い
て
、
公
的
な
助
成
を
通
じ
た
普
及
や
育
成
が
必
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確

保
の
た
め
の
公
的
な
規
制
が
必
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
等
の
要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
す
る
旨
示
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七

十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
（
以
下
「
相
談
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
基
づ
き
市
町
村
が

行
う
も
の
と
さ
れ
、
市
町
村
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
適
切
な
形
で
整
備
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
事
業
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
要
素
等
を
総
合
的
に
勘
案
の
上
、
必
ず
し
も
社
会
福
祉
事
業
の
性
格
に
な
じ
ま
な
い
も
の
と
し
、
社
会
福
祉

事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

御
質
問
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
介
護
保
険
法
（
平
成
九

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
包
括
的
支
援
事
業
（
以
下
単
に
「
包
括
的
支
援
事

業
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
施
設
を
指
す
も
の
と
理
解
し
、
ま
た
、
お
尋
ね
が
、
相
談
支
援
事
業
に
係
る
消
費
税
法
（
昭

和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
に
お
け
る
課
税
の
取
扱
い
と
、
包
括
的
支
援
事
業
に
係
る
当
該
取
扱
い
と
が
異
な
る
こ
と
へ

の
認
識
に
つ
い
て
の
御
質
問
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
包
括
的
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に

お
い
て
創
設
さ
れ
、
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
は
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三

十
三
号
）
第
二
十
条
の
七
の
二
に
規
定
す
る
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に

対
し
、
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
老
人

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
が
委
託
を
受
け
て
従
来
か
ら
社
会
福
祉
事
業
で
あ
る
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る

事
業
の
一
環
と
し
て
包
括
的
支
援
事
業
を
行
う
場
合
は
、
社
会
福
祉
事
業
が
行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
非
課
税
と
な
り
、
ま

た
、
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
当
該
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
以
外
の
者
が
委
託
を
受
け
て
包
括
的
支
援
事
業
を
行

う
場
合
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉
事
業
が
行
わ
れ
る
も
の
に
類
す
る
も
の
と
し
て
非
課
税
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
状
況
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
課
税
の
取
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し



 

３ 

 

て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
考
え
方
に
よ
り
、
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
な
い
も

の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
実
態
調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
や
、
相
談
支
援
事
業
を
「
社
会
福
祉
事
業
に
位
置
づ
け
る
等
」
の

「
制
度
に
見
直
す
」
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
「
実
態
調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
相
談
支
援
事
業
に
係
る
消
費
税
法
に
お
け
る
課
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
町
村
に
お
い
て
、
当
該
取
扱
い
に
つ
い
て
誤
解
が
生
じ
て
い
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
「
障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
に
係
る
社
会
福
祉
法
上
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
」
（
令
和
五
年
十
月
四
日
付
け
こ
ど
も
家

庭
庁
支
援
局
障
害
児
支
援
課
並
び
に
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
及
び
精
神
・
障
害
保
健
課

連
名
事
務
連
絡
）
に
お
い
て
、
「
障
害
者
総
合
支
援
法
第
七
十
七
条
第
一
項
第
三
号
を
根
拠
と
し
て
市
町
村
が
行
う
障
害
者
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相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
・
・
・
社
会
福
祉
事
業
に
は
該
当
」
せ
ず
、
か
つ
、
「
消
費
税
関
係
法
令
上
、
他
に
非
課
税

と
す
る
旨
の
規
定
も
な
い
こ
と
か
ら
、
消
費
税
の
課
税
対
象
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
自
治
体
が
当
該
事
業
を
民
間
事
業
者
に

委
託
す
る
場
合
の
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
委
託
料
に
消
費
税
相
当
額
を
加
え
た
金
額
を
受
託
者
に
支
払
う
必
要
が
あ
る
こ

と
」
を
明
確
化
し
、
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

今
後
、
全
国
会
議
等
の
機
会
を
通
じ
て
、
当
該
事
務
連
絡
を
踏
ま
え
た
適
切
な
取
扱
い
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
及
び
市
町

村
に
対
し
周
知
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。 


